
　

こ
の
た
び
私
共
は
、
去
る
１
月　

日
の
臨
時
会

17

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

下
妻
市
議
会
議
長
・
副
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
方
を
は
じ
め
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
政
の
確
立
と
円
満
な
議
会
運
営
に
努
め
、

豊
か
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ら
な
る

下
妻
市
の
発
展
に
向
け
、
市
民
と
共
に
語
り
、
共

に
考
え
、
ま
た
執
行
機
関
と
協
調
し
、
市
議
会
一

丸
と
な
り
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
添
え
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

何
卒
、
今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
皆

様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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議
長

　

山
闢

洋
明

副
議
長

　

柴　
 

孝
光

千代川消防出初式 1月5日下妻消防出初式 1月8日



第  １  6  5  号

新市議会議員紹介

2

笠島 道子
高道祖4634番地5

１　期

原部 　司
加養834番地3

１　期

増田 省吾
小島969番地3

2　期

山中 祐子
加養3343番地

2　期

大月 詮雄
唐崎832番地2

3　期

中山 勝美
数須320番地2

3　期

粟野 英武
下妻乙359番地9

１　期

田中 昭一
皆葉169２番地1

2　期

飯塚　 薫
柳原235番地

3　期

菊池 　博
鎌庭132番地3

１　期

中山 政博
鎌庭1728番地9

2　期

谷田部久男
赤須438番地

3　期

松田 利勝
皆葉1002番地1

１　期

柴　 孝光
鎌庭2215番地

2　期

鈴木 秀雄
下妻乙1080番地2

2　期

小竹 　薫
五箇201番地

１　期

須藤 豊次
前河原735番地1

2　期

番澤 孝雄
下栗19番地

2　期

闍橋 節雄
別府1065番地2

4　期

倉田 憲三
原908番地2

4　期

木村　 進
肘谷240番地3

4　期

中山 静夫
数須137番地

3　期

小倉 道男
大園木100番地1

3　期

広瀬 明弘
福田135番地

3　期



各委員会、一部事務組合議会議員の構成等

しもつま市議会だより3

山闢 洋明
 高道祖4568番地

5　期

平井　 誠
下妻乙569番地10

5　期

初沢 智之
本城町1丁目64番地

5　期

池田　 博
宗道40番地

4　期

中山　 力
 別府875番地3

4　期

野村 賢一
古沢1031番地

4　期

石塚 秀男
高道祖4241番地5

7　期

礒　 　晟
長塚186番地

7　期

稲葉冨士夫
下妻乙192番地3

8　期

篠島 昌之
大宝611番地

7　期

内田誠一郎
田下154番地

5　期

笠島 和良
 高道祖4624番地

5　期

各委員会、一部事務組合議会議員の構成等

総 務 委 員 会 文教厚生委員会 産業経済委員会建 設 委 員 会

◎　須　藤　豊　次
○　原　部　　　司
　　番　澤　孝　雄
　　中　山　勝　美
　　大　月　詮　雄
　　倉　田　憲　三
　　木　村　　　進
　　内　田　誠一郎
　　石　塚　秀　男

◎　中　山　政　博 
○　菊　池　　　博
　　田　中　昭　一  
　　谷田部　久　男 
　　広　瀬　明　弘 
　　池　田　　　博  
　　平　井　　　誠  
　　山　闢　洋　明 
　　稲　葉　冨士夫 

◎　飯　塚　  　 薫　
○　粟　野　英　武 
　　松　田　利　勝 
　　山　中　祐　子 
　　鈴　木　秀　雄 
　　中　山　  　 力
　　初　沢　智　之 
　　笠　島　和　良
　　礒　　　　　晟

◎　増　田　省　吾   
○　小　竹　  　 薫 
　　笠　島　道　子
　　柴　　　孝　光
　　小　倉　道　男
　　中　山　静　夫
　　闍　橋　節　雄
　　野　村　賢　一 
　　篠　島　昌　之

議会運営委員会議会だより運営委員会茨城西南地方広域市町
村圏事務組合議会議員

下妻地方広域事務組合
議　　会　　議　　員

◎　笠　島　和　良
○　初　沢　智　之
　　中　山　勝　美
　　闍　橋　節　雄
　　野　村　賢　一
　　池　田　　　博
　　平　井　　　誠
　　内　田　誠一郎
　　篠　島　昌　之
　　礒　　　　　晟
　　石　塚　秀　男
　　稲　葉　冨士夫

◎　柴　 　  孝　光 
○　須　藤　豊　次 
　　中　山　政　博
　　飯　塚　　   薫
　　増　田　省　吾 
　　笠　島　和　良 

　　小　倉　道　男
　　中　山　静　夫
　　内　田　誠一郎
　　石　塚　秀　男
　　稲　葉　冨士夫

　　中　山　政　博
　　田　中　昭　一 
　　中　山　勝　美
　　飯　塚　　　薫　
　　闍　橋　節　雄 
　　木　村　　　進
　　篠　島　昌　之 
　　礒　　　　　晟

 

常総・下妻学校給食
組 合 議 会 議 員

　　番　澤　孝　雄
　　大　月　詮　雄
　　倉　田　憲　三
　　中　山　　   力

◎ 委員長　　○ 副委員長
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定 例 会 ・ 臨 時 会
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平
成
十
七
年 

第
四
回
定
例
会

��������������	��
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結　果件　　　　　　　　名議案番号
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

下妻市役所の位置を定める条例の設定
下妻市公告式条例の一部を改正する条例の設定
下妻市議会議員定数条例の一部を改正する条例の設定
下妻市議会議員及び長の選挙におけるポスター掲示場の設置に関する条例の設定
下妻市議会議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ポ
スターの作成の公費負担に関する条例の設定
下妻市監査委員条例の一部を改正する条例の設定
下妻市部設置条例の設定
下妻市総合計画審議会条例の一部を改正する条例の設定
下妻市防災会議条例の一部を改正する条例の設定
下妻市災害対策本部条例の一部を改正する条例の設定
下妻市水防協議会条例を廃止する条例の設定
下妻市調査統計条例を廃止する条例の設定
窓口事務能率化のための関係条例の特例に関する条例を廃止する条例の設定
下妻市情報公開条例の一部を改正する条例の設定
下妻市個人情報保護条例の一部を改正する条例の設定
下妻市職員定数条例の一部を改正する条例の設定 
昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除に
関する条例を廃止する条例の設定
下妻市臨時職員取扱いに関する条例を廃止する条例の設定
下妻市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の設定 
下妻市議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の設定
昭和４８年度における期末手当の割合等の特例に関する条例を廃止する条例の設定
下妻市の単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
を改正する条例の設定 
下妻市臨時に滞納整理を担当する職員の特殊勤務手当支給に関する条例を廃止す
る条例の設定 
議会の議決に付すべき公の施設に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市財政調整基金条例等の一部を改正する条例の設定
下妻市ふるさと創生基金条例の設定
下妻市奨学金基金条例の設定
下妻市環境整備保全基金条例の設定
下妻市市税条例の設定
下妻市固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の設定
台風１０号に係る災害被害者に対する市税等の減免に関する条例を廃止する条例の
設定
降ひょう被害に係る災害被害者に対する市民税等の減免に関する条例を廃止する
条例の設定   
下妻市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の設定
下妻市手数料条例の一部を改正する条例の設定
下妻市小規模水道事業給水条例を廃止する条例の設定
下妻市消防団の設置等に関する条例の設定
下妻市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の設定
下妻市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条
例の設定 
下妻市印鑑条例の一部を改正する条例の設定
下妻市史編さん委員会設置条例を廃止する条例の設定
下妻市立保育所設置条例の設定
下妻市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例の設定
下妻市母子家庭児童学資金支給条例の一部を改正する条例の設定
下妻市重度心身障害児童福祉手当支給条例の一部を改正する条例の設定
下妻市障害者住宅整備資金貸付条例の一部を改正する条例の設定
下妻市老人居室整備資金貸付条例の一部を改正する条例の設定
下妻市敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の設定
下妻市家庭奉仕員派遣事業実施条例を廃止する条例の設定
下妻市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市難病患者福祉手当支給条例の一部を改正する条例の設定
下妻市災害見舞金支給条例の一部を改正する条例の設定
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の設定
台風１０号にともなう特別災害見舞金支給条例を廃止する条例の設定
下妻市福祉センターの設置及び管理に関する条例の設定
下妻市福祉ふれあいハウスの設置及び管理に関する条例の設定
下妻市環境審議会条例の設定
下妻市公害防止条例の一部を改正する条例の設定
下妻市廃棄物減量等推進審議会条例を廃止する条例の設定
下妻市土砂等による土地の埋立、盛土及びたい積の規制に関する条例の一部を改
正する条例の設定

議案第６５号
議案第６６号
議案第６７号
議案第６８号
議案第６９号

議案第７０号
議案第７１号
議案第７２号
議案第７３号
議案第７４号
議案第７５号
議案第７６号
議案第７７号
議案第７８号
議案第７９号
議案第８０号
議案第８１号

議案第８２号
議案第８３号

議案第８４号
議案第８５号
議案第８６号

議案第８７号

議案第８８号
議案第８９号
議案第９０号
議案第９１号
議案第９２号
議案第９３号
議案第９４号
議案第９５号

議案第９６号

議案第９７号
議案第９８号
議案第９９号
議案第１００号
議案第１０１号
議案第１０２号

議案第１０３号
議案第１０４号
議案第１０５号
議案第１０６号
議案第１０７号
議案第１０８号
議案第１０９号
議案第１１０号
議案第１１１号
議案第１１２号
議案第１１３号
議案第１１４号
議案第１１５号
議案第１１６号
議案第１１７号
議案第１１８号
議案第１１９号
議案第１２０号
議案第１２１号
議案第１２２号
議案第１２３号

　

第
４
回
定
例
会
は
、　

月
８
日
に
招
集
さ
れ
、　

月　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

２０

１３

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案　

件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
意
見
書
３
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ

１２５

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
平
成　

年
１
月　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案　

件
、

１８

１７

１０

報
告
６
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年 

第
一
回
臨
時
会
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結　果件　　　　　　　　名議案番号
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

下妻市保健センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市夜間応急診療所設置条例の一部を改正する条例の設定
下妻市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市国民健康保険条例の一部を改正する条例の設定
下妻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の設定
下妻市介護保険条例の一部を改正する条例の設定
下妻市立学校設置条例の設定
下妻市教育活動指導員設置条例の設定
下妻市社会教育委員に関する条例の設定
下妻市立公民館の設置及び管理に関する条例の設定
下妻市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市立集会所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定 
下妻市青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例の設定
下妻市立幼稚園授業料等徴収条例の一部を改正する条例の設定
下妻市文化財保護条例の一部を改正する条例の設定
下妻市文化財保護審議会条例の一部を改正する条例の設定
下妻市ふるさと博物館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市交通安全対策会議条例の設定
雇用促進住宅専用駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市働く婦人の家の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市高道祖排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市営草地開発整備事業の経費の賦課徴収に関する条例を廃止する条例の設定
下妻市火入れに関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市農業就業改善センターの設置及び管理に関する条例の設定
下妻市中小企業事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例の設定
下妻市勤労青少年ホームの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市緑地公園の設置及び管理に関する条例の設定
下妻市営住宅設置条例の一部を改正する条例の設定
下妻市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の設定
下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事業施行規程を定める条例の一部を改正する条例の設定 
下妻市急傾斜地の崩壊による災害防止事業の分担金徴収条例の一部を改正する条例の設定 
下妻市下水道条例の一部を改正する条例の設定
下妻市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市道路占用料条例の一部を改正する条例の設定
下妻市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例の設定
下妻市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市水道事業給水条例の一部を改正する条例の設定
下妻市参与の設置に関する条例の設定
下妻市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定
下妻市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の設定
下妻市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市身体障害者福祉作業所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市心身障害者福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定 
下妻市クロッケー場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市民文化会館の設置及び管理に関する条例の設定
砂沼広域公園スポーツゾーンの管理に関する条例の設定
下妻市体育施設の設置及び管理に関する条例の設定
下妻市高道祖市民センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市多目的研修集会施設の設置及び管理に関する条例の設定
ビアスパークしもつまの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市養豚センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の設定
下妻市都市公園管理条例の一部を改正する条例の設定
道の駅しもつまの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市・千代川村合併協議会の廃止
下妻地方広域介護認定審査会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び下妻地方広域介護認定審査
会の共同設置に関する規約の変更
茨城西南地方広域市町村圏事務組合規約の一部変更
茨城県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
茨城租税債権管理機構規約の一部改正
字の名称の変更
下妻市営土地改良事業の実施
市道路線の認定
市道路線の廃止
平成１７年度下妻市一般会計補正予算（第５号）
平成１７年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成１７年度下妻市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成１７年度下妻市水道事業会計補正予算（第３号）

議案第１２４号
議案第１２５号
議案第１２６号
議案第１２７号
議案第１２８号
議案第１２９号
議案第１３０号
議案第１３１号
議案第１３２号
議案第１３３号
議案第１３４号
議案第１３５号
議案第１３６号
議案第１３７号
議案第１３８号
議案第１３９号
議案第１４０号
議案第１４１号
議案第１４２号
議案第１４３号
議案第１４４号
議案第１４５号
議案第１４６号
議案第１４７号
議案第１４８号
議案第１４９号
議案第１５０号
議案第１５１号
議案第１５２号
議案第１５３号
議案第１５４号
議案第１５５号
議案第１５６号
議案第１５７号
議案第１５８号
議案第１５９号
議案第１６０号
議案第１６１号
議案第１６２号
議案第１６３号
議案第１６４号
議案第１６５号
議案第１６６号
議案第１６７号
議案第１６８号
議案第１６９号
議案第１７０号
議案第１７１号
議案第１７２号
議案第１７３号
議案第１７４号
議案第１７５号
議案第１７６号
議案第１７７号
議案第１７８号

議案第１７９号
議案第１８０号
議案第１８１号
議案第１８２号
議案第１８３号
議案第１８４号
議案第１８５号
議案第１８６号
議案第１８７号
議案第１８８号
議案第１８９号

�������������

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

下妻市議会委員会条例の一部を改正する条例の設定
議会制度改革の早期実現に関する意見書
「真の地方分権改革の確実な実現」に関する意見書
「事業仕分け」による行財政の効率化を求める意見書

議案第１号
意見書第６号
意見書第７号 
意見書第８号



　

第  １  6  5  号

人事議案・一般質問者

6

１　

山
中　

祐
子 
議
員

　

１　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に

　
　
　

つ
い
て

　

２　

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

　

３　

生
活
保
護
の
現
状
に
つ
い
て

２　

平
井　
　

誠  
議
員

　

１　

合
併
後
の
下
妻
市
政
に
臨
む
小

　
　
　

倉
市
長
の
見
解
を
問
う

　

２　

高
齢
者
に
も
住
み
よ
い
下
妻
市

　
　
　

め
ざ
し
て

３　

原
部　
　

司  
議
員

　

１　

下
妻
市
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

　
　
　

に
つ
い
て

　

２　

下
妻
市
の
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　

ム
制
度
に
つ
い
て

４　

鈴
木　

秀
雄 
議
員

　

１　

関
東
鉄
道
常
総
線
に
つ
い
て

　

２　

当
市
医
療
の
向
上
に
つ
い
て

５　

笠
島　

道
子 
議
員

　

１　

子
供
た
ち
の
安
全
対
策
に
つ
い

　
　
　

て

６　

粟
野　

英
武  
議
員

　

１　

合
併
後
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

　
　
　

い
て

　

２　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

　

３　

魅
力
あ
る
観
光
「
下
妻
」
の
構

　
　
　

築
に
つ
い
て

　

４　

新
た
な
税
源
の
確
保
に
つ
い
て

７　

中
山　

勝
美  
議
員

　

１　

市
長
の
政
治
ス
タ
ン
ス
に
つ
い

　
　
　

て

　

２　

行
政
事
業
の
ム
ダ
に
徹
底
的
に

　
　
　

切
り
込
む
「
事
業
仕
分
け
」
の

　
　
　

実
施
に
つ
い
て

　

３　

公
職
選
挙
法
・
寄
付
行
為
の
禁

　
　
　

止
の
徹
底
に
つ
い
て

８　

増
田　

省
吾  
議
員        　

　

子
供
達
に
夢
の
あ
る
未
来
を
！

　

１　

豊
か
な
新
市
づ
く
り
に
向
け　

　
　
　

て
！

９　

木
村　
　

進 
議
員

　

１　

三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て

　

２　

新
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

　

３　

入
札
制
度
に
つ
い
て

　

４　

合
併
後
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・

　
　
　

中
学
校
の
指
導
に
つ
い
て

一
般
質
問
者
の
氏
名

・
項
目
は
次
の
と
お

り
で
す 
。　

（
通
告
順
）

�����������������	�
����

結　果件　　　　　　　　名議案番号
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
同　　意
承　　認
承　　認
承　　認
承　　認
承　　認
承　　認

平成１７年度下妻市一般会計補正予算（第７号）
平成１７年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
平成１７年度下妻市老人保健特別会計補正予算（第３号）
平成１７年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成１７年度下妻市下水道事業特別会計補正予算（第４号）
下妻市教育委員会委員の任命 
下妻市固定資産評価審査委員会委員の選任 
下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会委員の選任
下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会委員の選任
下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会委員の選任
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること 
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること 
専決処分の承認を求めること
専決処分の承認を求めること

議案第１号
議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第１０号
報告第１号
報告第２号
報告第３号
報告第４号
報告第５号
報告第６号

　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
次
の
方
々
が

18

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
下
妻
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　

塚　

原　
　
　

修　

氏
（
大
園
木
）

◇
下
妻
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　

鯨　

井　

基　

司　

氏
（
三
道
地
）

 　
　
　

◇
下
妻
市
及
び
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合

　

公
平
委
員
会
委
員

　
　

中　

山　

倭　

王　

氏
（
数
須
）

　
　

塚　

田　
　
　

勇　

氏
（
長
塚
）

　
　

古　

橋　

洋　

三　

氏
（
別
府
）

◇
下
妻
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
補
充
員

　
　

木　

瀬　

武　

二　

氏
（
田
下
）

　
　

宇　

梶　

悦　

子　

氏
（
栗
山
）

　
　

平　

石　

利　

雄　

氏
（
高
道
祖
中
台
）

　
　

関　
　
　

幸　

一　

氏
（
皆
葉
）

人 事 議 案  
人
 
人人  
 
 
 
 
 
案
 

 
 
 
 
案  

 
事
 

 
事  
 
 
議
 

 
 
議  



　
　
　
　
　
　

盧
内
閣
府
か
ら
、
「
男

　
　
　
　
　

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
　
　
　
　

を
め
ざ
し
て
」
の
改
訂
版

が　

月
に
出
さ
れ
た
。
そ
の
中
の
２
０

１１
０
０
年
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
女
性
の

社
会
進
出
が
進
む
と
出
生
率
は
下
が
る

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

で
は
、
女
性
の
労
働
力
率
の
高
い
国
の

方
が
合
計
特
殊
出
生
率
も
比
較
的
高
く

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
結
婚
持
続
期
間

が
５
年
か
ら
９
年
、　

年
か
ら　

年
の

１０

１４

場
合
、
就
職
継
続
型
い
わ
ゆ
る
長
年
働

い
て
い
る
女
性
の
方
が
、
専
業
主
婦
型

の
女
性
よ
り
も
多
く
子
供
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
た
。
男
女
と

も
に
働
き
や
す
い
、
仕
事
が
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
が
少
子
化
対

策
に
も
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
を
示
し

て
い
る
例
だ
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
係
に
少
子
化

対
策
担
当
を
併
設
で
き
な
い
か
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
盪
過
去
の
災
害
時
、
復

興
に
当
た
る
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、

一　般　質　問
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支
援
を
す
る
側
に
女
性
の
担
当
者
が
少

な
く
、
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
を
把
握

し
な
く
、
予
防
、
応
急
、
復
旧
、
復
興

対
策
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
の
問
題
点

が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
・
災

害
復
興
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
い

た
い
。
蘯
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
、

男
女
共
同
参
画
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

実
施
す
る
用
意
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
少
子
化
対
策
に
つ
い

　
　
　
　
　

て
は
、
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

　
　
　
　
　

ン
の
中
で
総
合
的
な
方
針

を
掲
げ
、
子
育
て
支
援
に
向
け
た
事
業

を
実
施
中
で
あ
る
が
、
女
性
が
子
供
を

生
み
育
て
る
環
境
を
更
に
高
め
て
い
く

た
め
に
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
は
重
要
な
要
因
と
な
る
の
で
、
男
女

共
同
参
画
の
部
門
に
お
い
て
も
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
少
子
化
対
策

は
福
祉
、
教
育
、
保
健
等
、
多
岐
多
様

な
分
野
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
各
分

野
で
の
専
門
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
男
女
共
同
参
画

係
に
少
子
化
対
策
の
係
を
併
設
す
る
こ

と
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
盪
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

新
潟
中
越
地
震
等
の
大
震
災
の
教
訓
か

ら
、
被
災
復
興
に
お
け
る
女
性
を
め
ぐ

る
諸
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
改

善
の
た
め
、
現
在
策
定
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

重
要
事
項
と
し
て
、
防
災
・
復
興
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
防
災
の
面
に
お
い
て

も
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
計
画

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
今
後
策

定
す
る
市
の
地
域
防
災
計
画
の
中
で
取

り
入
れ
て
参
り
た
い
。
蘯
宣
言
都
市
は
、

県
内
で
６
市
村
、
全
国
で
は
内
閣
府
の

資
料
で　

市
町
村
で
あ
る
。
ま
た
、
茨

８６

城
県
で
は　

市
が
条
例
を
制
定
し
て
い

１１

る
。
下
妻
市
に
お
い
て
は
、
少
子
化
対

策
や
防
災
・
災
害
復
旧
の
問
題
と
併
せ

て
、
平
成　

年
度
に
策
定
作
業
に
入
る

１８

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
中
で
十

分
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
下
妻
市
の
福
祉
、
教

　
　
　
　
　

育
、
医
療
、
介
護
、
こ
れ

　
　
　
　
　

ら
市
民
生
活
を
支
援
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
新
市
に
な
っ
て
も
維

持
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
む
と
い
う

考
え
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
盪
市
長

交
際
費
は
、
平
成　

年
度
決
算
で
は　

１６

２８４

万
４
千　

円
の
支
出
、
内
容
は
各
種
慶

８７３

弔
費
な
ど　

件
で
あ
っ
た
。
現
在
、
市

２９９

長
交
際
費
で
香
典
、
花
輪
、
弔
電
の
支

出
を
や
め
て
い
る
都
市
が
見
ら
れ
る
。

市
長
交
際
費
に
つ
い
て
も
必
要
最
小
限

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。
蘯
合
併
３
年

後
を
め
ど
に
新
庁
舎
を
建
て
る
こ
と
に

は
、
下
妻
市
民
の
多
く
と
千
代
川
村
民

の
多
く
は
賛
成
し
て
い
る
と
は
思
わ
な

い
。
当
分
は
、
現
在
の
下
妻
市
庁
舎
と

千
代
川
庁
舎
を
使
用
す
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
新
庁
舎
建
設
計

画
を
見
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
い

た
い
。
盻
市
議
会
議
員
の
海
外
研
修
に

つ
い
て
、
市
民
か
ら
大
変
な
非
難
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度
決
算

１６

で
は
、
県
市
議
会
議
長
会
海
外
行
政
視

察
負
担
金
と
し
て　

万
４
千
円
支
出
さ

１３２

れ
、
他
に
特
別
旅
費
か
ら
日
当
も
支
出

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
平
成　

年
度
の
市

１６

議
会
議
員
の
海
外
研
修
に
関
す
る
費
用

は
、
約　

万
円
出
て
い
る
も
の
と
思
わ

１５０

れ
る
。
市
議
会
議
員
の
海
外
研
修
に
関

す
る
予
算
の
廃
止
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。
眈
市
議
会
議
員
報

酬
は
、
年
間
総
額
千　

万
円
の
歳
出
増

８００

と
な
る
が
、
議
員
報
酬
額
に
つ
い
て
見

直
し
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
基
本
的
に
、
従
来
そ

　
　
　
　
　

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て

　
　
　
　
　

各
種
施
策
を
実
施
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
概
ね
こ
れ
を
継

続
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
新
し
く
制
度
が

導
入
さ
れ
る
千
代
川
村
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
各
分
野
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
が
よ

り
享
受
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

盪
市
長
交
際
費
は
、
市
政
の
円
滑
な
る

運
営
を
図
る
上
で
、
必
要
な
経
費
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
並
び
に
情
報

公
開
制
度
の
施
行
を
踏
ま
え
、
平
成　
１４

年
度
か
ら
削
減
に
努
め
、
こ
れ
ま
で
大

幅
な
見
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
初
盆
の
際
に
は
現
金
か
ら
お
線

香
に
見
直
し
を
し
た
が
、
香
料
等
の
弔

慰
金
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
社
会
通
念

上
必
要
不
可
欠
な
範
囲
に
て
対
応
し
て

参
り
た
い
。
蘯
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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は
、
千
代
川
村
と
の
合
併
協
定
項
目
の

一
つ
と
し
て
協
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
重
要
な
事
項
で
も
あ
る
の
で
、
遵

守
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
盻
市
議
会
議
員
の
海
外
研

修
の
中
止
の
件
は
、
議
会
内
の
こ
と
で

も
あ
る
の
で
、
議
会
に
お
い
て
協
議
を

い
た
だ
く
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

眈
市
議
会
議
員
等
の
報
酬
の
件
は
、
合

併
協
議
の
中
で
千
代
川
村
議
員
も
下
妻

市
の
議
員
と
同
等
の
議
員
活
動
を
行
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
公
平
さ
を
保
つ
た

め
に
も
下
妻
市
の
議
員
と
同
額
の
報
酬

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

現
在
の
下
妻
市
の
経
常

　
　
　
　
　

収
支
比
率
は　

・
１
％
、

９７

　
　
　
　
　

財
政
力
指
数
も
０
・　

と
５７４

と
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
千
代

川
村
は
、
経
常
収
支
比
率
、
財
政
力
指

数
と
も
に
下
妻
市
よ
り
更
に
低
い
値
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
合
併

を
し
て
か
ら　

年
間
に
限
っ
て
調
達
で

１０

き
る
合
併
特
例
債
や
、　

年
間
、
合
併

１０

前
に
受
け
取
っ
て
い
た
金
額
が
保
証
さ

れ
る
地
方
交
付
税
の
特
例
が
あ
る
が
、

今
後　

年
間
に
地
方
自
治
体
は
、
自
主

１０

財
源
の
確
保
、
ま
た
費
用
削
減
な
ど
の

大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
自
主
財
源
の
確
保
は
、
景
気
低
迷

第  １  6  5  号
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の
時
代
で
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
費

用
削
減
は
ま
だ
ま
だ
可
能
な
部
分
で
あ

り
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
費
用
削
減
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
、
下
妻
市
で
は
現
在
、
清
掃
や

電
話
、
印
刷
、
工
事
設
計
を
は
じ
め
、

ネ
ッ
ト
関
係
や
バ
ッ
ジ
処
理
な
ど
い
く

つ
か
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
あ
る
が
、

現
在
の
内
容
と
今
後
更
に
増
や
し
て
い

く
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

　
　
　
　
　

目
的
は
、
行
政
効
率
を
高

　
　
　
　
　

め
、
ま
た
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
る
た
め
、
業
務
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
民
間
等
に
委
託
す
る
こ
と
で
あ
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
清
掃
、
電
話
、
印

刷
の
庁
内
業
務
、
税
関
係
の
納
付
書
等
、

大
量
印
刷
の
必
要
な
書
類
の
バ
ッ
ジ
処

理
業
務
、
ご
み
収
集
業
務
、
保
育
業
務

の
一
部
、
ふ
れ
あ
い
下
妻
や
自
治
振
興

公
社
へ
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理
業
務

な
ど
、
多
く
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
の
管
理
業
務

に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度
よ
り
指
定

１８

管
理
者
制
度
が
施
行
さ
れ
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
が
更
に
進
む
も
の
と
推
察
す

る
が
、
市
の
根
幹
的
な
自
主
財
源
と
な

る
地
方
交
付
税
の
減
額
が
今
後
と
も
続

き
、
財
源
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
見
込

ま
れ
る
本
市
の
財
源
状
況
を
考
察
す
る

と
、
業
務
を
再
検
討
し
、
行
政
コ
ス
ト

の
削
減
化
を
図
る
こ
と
は
、
今
後
の
重

要
な
施
策
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
に
お
い
て
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

が
可
能
な
分
野
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
実
施
に
あ

わ
せ
、
公
共
施
設
の
管
理
形
態
に
つ
い

て
も
再
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
事

務
事
業
の
分
野
で
も
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し

て
参
り
た
い
。
ま
た
、
電
子
自
治
体
構

築
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
し

て
、
現
在
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的

な
開
発
と
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
現

の
た
め
、
県
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て

い
る
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
実
現

を
目
指
す
と
と
も
に
、
小
規
模
自
治
体

単
独
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
コ
ス
ト

高
を
解
消
す
る
た
め
、
数
ヶ
所
の
市
町

村
が
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
業
務
を
実
施

す
る
、
総
務
省
が
進
め
る
共
同
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
整
備
に
当
た

っ
て
も
、
単
年
度
で
の
一
般
財
源
の
確

保
も
困
難
と
な
る
の
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

等
、
民
間
活
力
の
導
入
も
検
討
し
て
参

り
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
経
済
財
政
の
厳
し
い

　
　
　
　
　

中
、
常
総
地
域
振
興
期
成

　
　
　
　
　

同
盟
会
の
積
極
的
な
活
動

に
よ
り
、
国
・
県
、
沿
線
自
治
体
の
助

成
を
受
け
、
関
東
鉄
道
は
８
月　

日
の

２４

Ｔ
Ｘ
の
開
業
に
あ
わ
せ
、
ダ
イ
ヤ
の
改

正
、
快
速
の
新
設
、
増
発
を
し
、
地
域

住
民
の
足
の
確
保
を
し
た
。
ま
た
、　
１２

月　

日
に
再
度
ダ
イ
ヤ
改
正
、
快
速
の

１０
増
発
、
本
数
の
増
発
を
行
っ
た
関
東
鉄

道
の
最
大
限
の
努
力
に
沿
線
の
自
治
体

も
一
体
に
な
っ
て
協
力
し
、
地
域
発
展

の
た
め
に
尽
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

８
月　

日
ダ
イ
ヤ
改
正
後
の
１
日
の
全

２４

体
の
乗
降
が
何
名
か
、
ま
た
、
下
妻
駅

の
乗
降
が
何
名
か
伺
い
た
い
。
盪
Ｔ
Ｘ

開
業
に
よ
り
常
総
線
守
谷
駅
を
拠
点
に
、

快
速
の
下
館
ま
で
の
運
行
で
客
の
流
れ

は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
よ
り
一
層
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
水
海
道

以
北
の
複
線
事
業
で
は
な
い
か
。
事
業

に
は
膨
大
な
事
業
費
を
要
す
る
と
思
う

が
、
定
着
人
口
、
交
流
人
口
の
増
加
を

図
る
に
は
、
公
共
施
設
の
計
画
も
大
切

だ
が
、
沿
線
住
民
に
応
え
る
た
め
に
も

一
刻
も
早
い
複
線
の
実
現
を
図
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

市
当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
昨
年　

月
と
今
年　

１１

１１

　
　
　
　
　

月
の
１
日
平
均
の
常
総
線

の
乗
降
客
数
の
変
化
は
、
全
体
で
１
日

６
千　

人
、
９
・
４
％
減
少
で
、
１
日

９５

平
均
の
乗
降
客
数
は
５
万
９
千　

人
で

８０

あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
守
谷
駅
前
後
の

南
守
谷
駅
及
び
戸
頭
駅
の
利
用
者
が
約

　

％
減
少
し
、
更
に
取
手
駅
乗
換
え
の

２６乗
降
客
が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
反

面
、
守
谷
駅
で
は
対
前
年
比
１
日
平
均

３
・
５
倍
の
乗
降
客
と
な
っ
た
。
ま
た
、

常
総
北
線
と
言
わ
れ
て
い
る
北
水
海
道

駅
か
ら
下
館
駅
ま
で
の
区
間
に
お
い
て

は
、
前
年
比
１
日
平
均
約　

人
、
６
・

３６０

７
％
増
の
５
千　

人
、
特
に
下
妻
駅
に

８１１

つ
い
て
は
約　

人
、　

％
増
の
千　

人

２１０

１８

３５３

と
大
幅
な
乗
降
客
の
増
加
と
な
っ
た
。

快
速
列
車
に
つ
い
て
も
、
朝
の
上
り
列

車
に
つ
い
て
３
本
合
わ
せ
て
１
日
平
均

　

名
の
乗
車
が
あ
り
、
非
常
に
好
調
で

６０あ
る
と
聞
い
て
い
る
。　

月
か
ら
は
ダ

１２

イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、
日
中
の
利
用
者
の

た
め
快
速
列
車
が
３
往
復
増
発
さ
れ
た

他
、
下
館
行
き
の
最
終
も
１
便
増
や
す

こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
更
な
る
利

便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
盪

関
東
鉄
道
の
北
水
海
道
駅
か
ら
下
館
駅

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　
　
　
 
原
部　

司 
議
員

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　
　
　
　
 
鈴
木
秀
雄 
議
員

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

民間委託をしている庁内の印刷業務

更なる利便性の向上が期待される
関東鉄道常総線



ま
で
の
常
総
北
線
に
つ
い
て
は
単
線
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ダ
イ
ヤ
編
成

が
最
大
で
あ
り
、
更
に
ダ
イ
ヤ
を
増
や

す
に
は
複
線
化
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
化
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
電
化
と
い
う
こ
と
も
視

野
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
近

代
化
に
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
の
増

加
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
は
、
沿
線
自
治
体
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
更
に
利
用
者
増
に
お
け
る

施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下

妻
市
と
し
て
も
、
都
心
な
ど
へ
出
か
け

る
際
に
は
、
近
く
の
常
総
線
の
駅
か
ら

乗
車
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
働
き
か
け

を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
県
道
沼
田
・
下
妻
線

　
　
　
　
　

の
桜
塚
、
は
か
り
団
地
に

　
　
　
　
　

至
る
道
路
、
延
長　

ｍ
に

７００

は　

基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

１２
こ
の
道
路
は
、
高
道
祖
東
原
の
小
学
生
、

中
学
生
の
通
学
路
で
あ
り
、
防
犯
灯
の

設
置
要
綱
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
は

い
え
、
道
路
の
両
側
に
雑
木
林
が
続
い

て
お
り
、
民
家
も
な
く
、
し
か
も
片
側

は
行
政
区
が
つ
く
ば
市
で
あ
る
。
通
学

路
の
防
犯
灯
を
安
全
対
策
の
一
つ
と
し

て
見
直
し
、
防
犯
灯
が
切
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、

一　般　質　問
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増
設
が
必
要
か
、
ど
う
い
う
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、

現
場
を
よ
く
見
て
防
犯
灯
を
増
や
す
か
、

照
度
の
強
い
蛍
光
灯
に
変
え
る
か
な
ど

の
対
応
を
求
め
る
。
盪
子
供
達
を
見
守

る
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
大
阪
府
茨

木
市
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
々
に
子
供
達
の
見
守
り
に
加
わ
っ

て
も
ら
う
な
ど
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
各
地
で
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
広
ま
っ
て
い
る
。

下
妻
市
に
お
い
て
も
、
緊
急
に
何
ら
か

の
子
供
達
を
見
守
る
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。
蘯
現
在
、

中
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
帰
宅
時
間
は
午

後
５
時
を
過
ぎ
、
暗
い
夜
道
を
帰
宅
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
冬
の
間
だ
け
で
も
早

く
帰
れ
る
よ
う
な
指
導
、
取
り
組
み
は

で
き
な
い
も
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
議
員
ご
指
摘
の
道
路

　
　
　
　
　

の
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　

平
成　

年
第
１
回
市
議
会

１６

定
例
会
の
一
般
質
問
の
中
で
、
下
妻
市

防
犯
灯
設
置
及
び
管
理
要
綱
の
基
準
で
、

　

ｍ
以
上
の
距
離
を
置
く
こ
と
と
規
定

５０さ
れ
て
お
り
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の

で
、
今
後
も
設
置
基
準
に
基
づ
き
対
応

し
て
参
り
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
ま

た
、
既
存
の
防
犯
灯
の
照
度
を
上
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や
経
費
等

も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

が
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
の

で
、
現
況
を
調
査
し
た
上
で
適
切
に
対

応
し
た
い
。
盪
下
校
時
の
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
危
険
性
を

で
き
る
だ
け
回
避
す
る
た
め
に
集
団
下

校
を
行
っ
て
お
り
、
集
団
か
ら
離
れ
て

最
後
は
一
人
に
な
っ
て
し
ま
う
子
供
達

に
関
し
て
は
、
一
人
に
な
る
地
点
ま
で

大
人
が
迎
え
に
出
て
く
れ
る
よ
う
な
家

族
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

下
妻
市
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー

ル
の
協
力
者
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の

下
校
時
刻
に
合
わ
せ
て
散
歩
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
運
動

を
兼
ね
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
蘯
中
学
生
の
下
校
時
刻

は
日
没
時
刻
、
部
活
動
の
練
習
時
間
、

生
徒
の
安
全
確
保
と
い
う
視
点
な
ど
を

勘
案
し
て
、
月
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。　

月
に
お
い
て
は
、
夕
方
５
時　

１２

２０

分
の
完
全
下
校
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒

の
安
全
確
保
に
関
し
て
は
、
保
護
者
や

教
職
員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ポ

イ
ン
ト
立
哨
、
生
徒
に
危
機
回
避
意
識

を
身
に
付
け
さ
せ
る
指
導
の
強
化
と
い

う
視
点
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

新
下
妻
市
の
維
持
、
振

　
　
　
　
　

興
を
図
る
た
め
に
は
、
財

　
　
　
　
　

政
、
増
収
の
対
策
も
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
安
定
、
安
全
、

安
心
、
こ
の
３
つ
の
要
素
が
み
た
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
刑
務

所
の
誘
致
に
名
乗
り
を
挙
げ
て
み
て
は

ど
う
か
と
思
う
。
刑
務
所
と
い
え
ば
、

と
か
く
危
険
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

実
際
に
は
ま
っ
た
く
害
が
な
い
施
設
で

あ
り
、
む
し
ろ
地
元
自
治
体
の
活
性
化

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
施
設
で
も
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
下
妻
市
が
受
け
皿

と
し
て
有
利
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

は
、
警
察
署
は
無
論
、
裁
判
所
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
未
決

囚
の
た
め
の
拘
置
所
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
有
利
な
条
件
で
も
あ
る
。
刑
務
所

は
、
矯
正
教
育
の
現
場
と
し
て
、
受
刑

者
の
社
会
復
帰
を
め
ざ
す
場
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
状
況
に
つ
い
て

は
、
定
員
を
超
過
し
て
い
る
刑
務
所
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
関
東
地
区
に
も
新

設
の
必
要
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
経
済

効
果
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
収
容
人
員

千
人
規
模
の
場
合
、
職
員
及
び
そ
の
家

族
を
含
め
、
千　

人
前
後
の
人
口
が
増

７５０

加
し
、
そ
れ
に
伴
い
地
方
交
付
税
、
市

税
な
ど
、
約
２
億
円
程
度
、
市
の
収
入

が
増
え
る
。
ま
た
、
日
用
必
需
品
を
中

心
に
地
元
消
費
が
増
え
る
こ
と
に
伴
い
、

年
間　

億
円
以
上
の
地
元
経
済
界
へ
の

１１

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。
現
在
、
企

業
誘
致
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
と
の
競

合
で
あ
り
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
な
ど
は
、

県
が
率
先
し
て
企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
専
従
職
員　

人
規
模
の
編
成
で
取

３０

り
組
ん
で
い
る
状
況
が
あ
り
、
簡
単
に

下
妻
市
に
企
業
誘
致
が
成
立
す
る
と
い

う
の
も
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
の
が

現
状
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
以
上
の

理
由
に
よ
り
、
市
の
活
性
化
が
で
き
る

だ
け
早
く
実
現
す
る
た
め
に
も
、
積
極

的
に
前
向
き
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ

う
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

　
　
　
　
　

地
方
分
権
の
時
代
に
対
応

　
　
　
　
　

し
た
行
政
運
営
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、
財
源
の
確
保
は
必

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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粟
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英
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要
不
可
欠
で
あ
り
、
企
業
誘
致
を
含
め
、

新
た
な
財
源
の
確
保
を
検
討
す
る
こ
と

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
財
源
確
保
に
向
け
て
、
新
た
な
施

設
を
誘
致
す
る
場
合
、
市
民
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
、
刑
務
所

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
議
会
を
は
じ
め
、

市
民
各
位
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
政
府
は
構
造
改
革
を

　
　
　
　
　

通
じ
て
、
小
さ
く
て
効
率

　
　
　
　
　

的
な
政
府
を
目
指
し
て
い

る
が
、
市
長
は
小
さ
な
市
役
所
を
目
指

す
の
か
、
大
き
な
市
役
所
を
目
指
す
の

か
。
盪
小
さ
な
市
役
所
を
目
指
す
と
す

る
な
ら
ば
、
地
方
公
務
員
で
あ
る
当
市

の
職
員
は
、
何
年
で
ど
の
く
ら
い
削
減

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
数
値
目
標

を
決
め
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。
蘯
土
日
、

祝
祭
日
の
窓
口
業
務
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
千
代
川
庁
舎
の
窓
口
に
お
い
て
も

実
施
す
べ
き
と
思
う
が
伺
い
た
い
。
盻

下
妻
市
の
公
共
施
設
、
特
に
小
中
学
校

の
耐
震
診
断
の
結
果
は
、
危
険
な
学
校

が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
新
市
の
特

例
債
の
事
業
に
は
、
小
中
学
校
の
建
設

を
最
優
先
し
て
行
う
こ
と
が
大
事
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。
眈

　
　
　
　
　
　

盧
国
で
は
地
方
に
お
け

　
　
　
　
　

る
行
政
改
革
の
指
針
を
打

　
　
　
　
　

ち
出
し
て
い
る
が
、
合
併

と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
場
合
、
少
子

化
対
策
や
高
齢
者
対
策
に
影
響
が
あ
っ

て
は
困
る
。
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
ず
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
対
し
て
、
合
併
の
支
援
措
置
が

受
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
限

度
が
あ
る
。
間
違
い
な
く
新
市
建
設
計

画
の
と
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
な
が
る
の
か
。
行
財
政
改
革
と
市

町
村
合
併
の
整
合
性
に
お
け
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
今
後
の
行
方
に
つ
い
て
、
市

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
盪
地
場
産
業

の
支
援
策
に
つ
い
て
、
多
く
の
経
営
者

よ
り
、
金
融
機
関
の
対
応
が
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
市
長
が

各
金
融
機
関
に
出
向
き
、
地
元
中
小
零

細
企
業
の
た
め
に
前
向
き
に
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
市
長
が
現
状
を

認
識
し
、
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
に
一
徹

を
か
ま
す
こ
と
が
地
場
の
経
営
者
の
雰

囲
気
を
促
す
上
で
も
大
変
重
要
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
国
の
行
財
政
の
構
造

　
　
　
　
　

改
革
の
本
旨
は
、
官
主
導

　
　
　
　
　

の
行
政
を
民
間
に
で
き
る

も
の
は
民
間
で
実
施
し
、
行
政
の
簡
素

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

蘯
千
代
川
庁
舎
の
日
直
者
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
１
名
の
配
置
と
す
る
と
と
も
に
、

届
け
出
等
の
受
付
業
務
も
従
前
同
様
と

し
た
。
従
っ
て
、
土
日
祝
日
に
お
け
る

印
鑑
証
明
や
住
民
票
等
、
謄
本
、
抄
本

の
交
付
申
請
は
、
下
妻
市
役
所
本
庁
舎

を
利
用
い
た
だ
く
よ
う
理
解
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
盻
総
上
小

学
校
及
び
豊
加
美
小
学
校
を
除
く
小
中

学
校
校
舎
と
全
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
の
学
校
も
耐
震
補
強
及
び
建
て

替
え
等
が
必
要
で
あ
る
。
補
強
工
事
に

は
、
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
年
次

計
画
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
眈
児
童
手
当
に
つ
い
て
、
国
で

は
次
世
代
育
成
支
援
の
一
環
と
し
て
小

学
校
第
６
学
年
終
了
前
ま
で
、
支
給
対

象
枠
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
具

体
的
な
情
報
に
つ
い
て
市
町
村
に
通
知

等
は
な
い
が
、
今
後
は
国
の
動
向
を
踏

ま
え
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
介
護
予
防
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

と
地
域
支
援
事
業
が
、
新
た
に
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
平
成　

年
度
か
ら
は
こ

１８

う
し
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
今

後
十
分
検
討
し
、
実
施
に
際
し
て
は
主

に
既
存
の
公
共
施
設
を
活
用
す
る
考
え

で
あ
る
。

児
童
手
当
や
出
産
手
当
、
奨
学
金
制
度

の
充
実
、
ま
た
老
人
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
決
断
と
実
行
を
市
政

　
　
　
　
　

運
営
の
基
本
姿
勢
と
し
、

　
　
　
　
　

両
市
村
の
歴
史
と
伝
統
を

尊
重
し
な
が
ら
、
速
や
か
な
一
体
性
の

醸
成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
行
政
経
費
を
で
き
る
限
り
削
減
し
、

ス
リ
ム
化
す
る
中
で
、
投
資
的
経
費
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
小
さ
な
市
役
所
が
良
い
と
考

え
て
い
る
。
盪
本
市
に
お
い
て
は
平
成

　

年
度
を
起
点
に
、
概
ね
平
成　

年
度

１７

２１

ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
住
民
に

わ
か
り
や
す
い
数
値
目
標
や
指
標
で
明

示
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
べ

く
、
庁
内
で
組
織
す
る
行
政
改
革
推
進

本
部
会
議
や
事
務
レ
ベ
ル
担
当
者
で
構

成
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
内
容

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
行
財
政

の
改
革
を
実
施
す
る
も
の
で
、
当
市
と

し
て
も
、
合
併
を
機
に
、
官
主
導
の
行

政
か
ら
、
住
民
主
導
の
行
政
に
転
換
で

き
る
よ
う
な
行
政
体
制
の
構
築
に
向
け
、

行
政
評
価
に
お
け
る
行
政
経
営
、
品
質

の
向
上
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
導
入
等
、
先
進
事
例
を

参
考
に
検
討
し
た
い
。
現
在
、
当
市
は
、

国
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
か

１７

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
行
財

２１

政
改
革
大
綱
、
実
施
計
画
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
を
今
年
度
中
の
公
表
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成　

年
１８

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
投
資
的
経
費
の

見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減
な
ど
、
思

い
切
っ
た
観
点
に
立
ち
、
財
政
の
立
て

直
し
を
図
っ
て
い
る
。
合
併
に
お
け
る

新
市
建
設
計
画
に
も
あ
る
と
お
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限

り
低
下
さ
せ
ず
、
充
実
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
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しもつま市議会だより11

る
。
盪
制
度
金
融
が
市
内
商
工
業
者
向

け
の
最
も
重
要
な
支
援
策
と
考
え
、
現

在
の
下
妻
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資

斡
旋
条
例
を
も
と
に
、
合
併
後
も
引
き

続
き
商
工
会
や
市
内
の
取
り
扱
い
金
融

機
関
と
と
も
に
連
携
し
、
自
治
金
融
、

振
興
金
融
の
運
営
に
当
た
る
と
と
も
に
、

利
用
者
に
対
し
、
保
証
料
、
利
子
の
補

助
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
県
中
小
企
業
基
金
融
資
制
度
や
政

府
系
金
融
機
関
に
よ
る
融
資
及
び
中
小

企
業
信
用
保
険
法
に
基
づ
く
、
国
の
借

り
換
え
保
証
制
度
な
ど
の
融
資
の
ほ
か
、

保
証
制
度
も
あ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た

制
度
の
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら

に
周
知
普
及
に
努
め
た
い
。
市
内
商
工

業
者
へ
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
地
場
産

業
活
性
化
の
た
め
に
も
各
金
融
機
関
に

協
力
依
頼
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

盧
平
成　

年
８
月　

日

１７

１９

　
　
　
　
　

の
月
例
会
に
お
い
て
、
結

　
　
　
　
　

城
市
の
幼
稚
園
民
営
化
に

つ
い
て
の
質
問
に
、
下
妻
市
と
し
て
は

ま
だ
幼
稚
園
民
営
化
は
考
え
て
い
な
い

が
、
議
論
は
し
て
い
る
と
の
教
育
長
か

ら
の
説
明
が
あ
っ
た
。
下
妻
市
に
お
い

て
も
、
実
質
的
に
民
営
化
で
き
る
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
が
、
執
行
部

の
見
解
を
伺
い
た
い
。
盪
当
初
、
合
併

は
１
市
２
町
１
村
で
ス
タ
ー
ト
し
、
人

者
に
移
行
す
る
制
度
を
今
回
の
議
会
に

提
案
し
、
今
後
に
お
い
て
も
民
間
で
で

き
る
も
の
を
住
民
を
含
め
た
組
織
的
な

方
法
で
精
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
事
務
事
業
の
中

で
も
、
よ
り
専
門
性
が
高
く
、
コ
ス
ト

的
に
も
削
減
で
き
る
高
度
な
業
務
に
つ

い
て
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
う
観

点
に
お
い
て
検
討
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
策

定
中
と
な
っ
て
い
る
新
行
政
改
革
の
中

で
も
、
民
間
委
託
の
推
進
及
び
民
間
資

本
の
活
用
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

行
政
責
任
の
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
な
ど
に
留
意
し
、
積
極
的
に

導
入
す
る
と
と
も
に
、
新
市
の
発
展
に

お
い
て
、
民
間
資
本
の
経
営
能
力
や
技

術
能
力
を
活
用
し
た
業
務
や
公
共
施
設

等
の
整
備
、
管
理
運
営
を
行
う
施
策
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。
盪
新
庁
舎

の
件
で
あ
る
が
、
千
代
川
村
と
の
合
併

協
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
重
要
協

定
で
あ
る
の
で
、
遵
守
す
る
よ
う
努
力

を
す
る
。

口
が
推
定
９
万
５
、
８
２
４
人
に
な
る

わ
け
で
あ
っ
た
が
、
１
市
１
村
の
合
併

に
な
り
、
人
口
増
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

の
よ
う
な
中
で
は
、
や
は
り
将
来
像
に

は
基
本
理
念
の
中
で
方
向
性
を
つ
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
。
下
妻
市
、
千
代
川
村
、
合
併
協
議

会
で
、
３
年
以
内
に
新
庁
舎
を
建
設
す

る
こ
と
、
同
時
に
道
路
整
備
を
行
う
こ

と
、
と
い
う
約
束
事
が
あ
り
、
千
代
川

村
の
合
併
協
議
会
委
員
や
千
代
川
村
議

会
議
員
も
そ
れ
で
承
認
を
得
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
民
営
化
、
民
間
移
譲

　
　
　
　
　

に
関
し
て
は
、
拡
大
、
多

　
　
　
　
　

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
効
果
的
、
効
率
的
か
つ
整
理

合
理
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
現
行
の
公

共
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け
る
公

と
民
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
質
、
量
と
も
確

保
し
つ
つ
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
実
現
す
る
た
め
に
、
民
間
活
力
の

積
極
的
か
つ
効
果
的
な
導
入
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
国
の
構

造
改
革
や
県
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み

の
中
で
も
、
こ
う
し
た
考
え
か
ら
公
と

民
の
役
割
分
担
の
見
直
し
が
提
起
さ
れ
、

市
の
行
政
に
当
た
っ
て
も
改
め
て
事
務

事
業
を
点
検
し
、
民
間
活
力
の
導
入
に

よ
っ
て
適
切
に
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。
こ
う
し
た
中
、
今
ま
で
管
理
委

託
を
し
て
い
た
公
共
施
設
を
指
定
管
理

�
�
�
�
�
�
�
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 議会制度改革の早期実現に関する意見書
　国においては、現在、第２８次地方制度調査会において「議会
のあり方」について調査・審議を行っており、このような状況
を踏まえ全国市議会議長会は、先に「地方議会の充実強化」に
向けた自己改革への取り組み強化についての決意を同調査会に
対し表明するとともに、必要な制度改正要望を提出したところ
である。
　しかしながら、同調査会の審議動向を見ると、全国市議会議
長会をはじめとした三議長会の要望が十分反映されていない状
況にある。
　本格的な地方分権時代を迎え、住民自治の根幹をなす議会が
その期待される役割と責任を果たしていくためには、地方議会
制度の改正が必要不可欠である。
　よって、国においては、現在検討されている事項を含め、と
りわけ下記の事項について、今次地方制度調査会において十分
審議の上、抜本的な制度改正が行われるよう強く求める。
                                            記
　１　議会の招集権を議長に付与すること
　２　地方自治法第９６条第２項の法定受託事務に係る制限を廃

　　止するなど議決権を拡大すること
　３　専決処分要件を見直すとともに、不承認の場合の首長の
　　対応措置を義務付けること
　４　議会に附属機関の設置を可能とすること
　５　議会の内部機関の設置を自由化すること
　６　調査権・監視権を強化すること
　７　地方自治法第２０３条から「議会の議員」を除き、  別途  「公
　　選職」という新たな分類項目に位置付けるとともに、職務
　　遂行の対価についてもこれにふさわしい名称に改めること
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　　　平成１７年１２月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下 妻 市 議 会

（提出先）　衆議院議長　河　野　洋　平　殿
　　　　　　参議院議長　扇　　　千　景　殿
　　　　　　内閣総理大臣　小　泉　純一郎　殿
　　　　　　総 務 大 臣　竹　中　平　蔵　殿
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　「三位一体の改革」は、小泉内閣総理大臣が進める「国から
地方へ」の構造改革の最大の柱であり、全国一律・画一的な施
策を転換し、地方の自由度を高め、効率的な行財政運営を確立
することにある。
　地方六団体は、平成１８年度までの第1期改革において、３兆円
の税源移譲を確実に実施するため、昨年の ３ ． ２ 兆円の国庫補助
負担金改革案の提出に続き、政府からの再度の要請により、去
る７月２０日に残り６，０００億円の確実な税源移譲を目指して、「国
庫補助負担金等に関する改革案（２）」を取りまとめ、改めて小泉
内閣総理大臣に提出したところである。
　政府・与党においては、去る１１月３０日、「三位一体の改革に
ついて」決定され、地方への３兆円の税源移譲、施設整備費国
庫補助負担金の一部について税源移譲の対象とされ、また、生
活保護費負担金の地方への負担転嫁を行わなかったことは評価
するものであるが、「地方の改革案」になかった児童扶養手当
や児童手当、義務教育費国庫負担金の負担率の引き下げなど、
真の地方分権改革の理念に沿わない内容や課題も多く含まれ、
今後、「真の地方分権改革の確実な実現」に向け、「地方の改
革案」に沿って平成１９年度以降も「第２期改革」として、更な
る改革を強力に推進する必要がある。
　よって、国においては、平成１８年度の地方税財政対策におい
て、真の地方分権改革を実現するよう、下記事項の実現を強く
求める。
                                            記
１．地方交付税の所要総額の確保
　　平成１８年度の地方交付税については、「基本方針２００５」の
　閣議決定を踏まえ、地方公共団体の安定的財政運営に支障を
　来たすことのないよう、地方交付税の所要総額を確保するこ
　と。
　　また、税源移譲が行われても、税源移譲額が国庫補助負担
　金廃止に伴い財源措置すべき額に満たない地方公共団体につ
　いては、地方交付税の算定等を通じて確実に財源措置を行う
　こと。
２． ３兆円規模の確実な税源移譲
　　３兆円規模の税源移譲に当たっては、所得税から個人住民
　税への１０％比例税率化により実現すること。
　　また、個人所得課税全体で実質的な増税とならないよう適
　切な負担調整措置を講ずること。
３．都市税源の充実確保
　　個人住民税は、負担分任の性格を有するとともに、福祉等

　の対人サービスを安定的に支えていく上で極めて重要な税で
　あり、市町村への配分割合を高めること。
４．真の地方分権改革のための「第２期改革」の実施
　　政府においては、「三位一体の改革」を平成１８年度までの
　第１期改革にとどめることなく、「真の地方分権改革の確実
　な実現」に向け、平成１９年度以降も「第２期改革」として
　「地方の改革案」に沿った更なる改革を引き続き強力に推進
　すること。
５．義務教育費国庫補助負担金について
　　地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展開するため、「地
　方の改革案」に沿った税源移譲を実現すること。
６．施設整備費国庫補助負担金について
　　施設整備費国庫補助負担金の一部について税源移譲割合が
　５０％とされ、税源移譲の対象とされたところではあるが、地
　方の裁量を高めるため、「第２期改革」において、「地方の改
　革案」に沿った施設整備費国庫補助負担金の税源移譲を実現
　すること。
７．法定率分の引き上げ等の確実な財源措置
　　税源移譲に伴う地方財源不足に対する補てんについては、
　地方交付税法の原則に従い、法定率分の引き上げで対応する
　こと。
８．地方財政計画における決算かい離の同時一体的な是正
　　地方財政計画と決算とのかい離については、平成１８年度以
　降についても、引き続き、同時一体的に規模是正を行うこと。
９．「国と地方の協議の場」の制度化
　　「真の地方分権改革の確実な実現」を推進するため、「国と
　地方の協議の場」を定期的に開催し、これを制度化すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　　　平成１７年１２月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下 妻 市 議 会

（提出先）衆議院議長　河　野　洋　平　殿　　　　　　
　　　　　参議院議長　扇　　　千　景　殿
　　　　　内閣総理大臣　小　泉　純一郎　殿　　　　　
　　　　　内閣官房長官　安　倍　晋　三　殿
　　　　　経済財政政策・金融担当大臣　
　　　　　　　　　　　　与謝野　　　馨　殿
　　　　　総 務 大 臣　竹　中　平　蔵　殿
　　　　　財 務 大 臣　谷　垣　禎　一　殿

 「真の地方分権改革の確実な実現」に関する意見書

 「事業仕分け」による行財政の効率化を求める意見書
　国債残高は今年度末、約 ５ ３ ８ 兆円に達する見込みであり、国
民一人当たり ５ ０ ０ 万円もの債務を負う計算になる。これまで小
泉内閣は、財政を健全化させるために歳出の削減に取り組み、
５年前と比べると公共事業は２０％、政府開発援助は２５％の減と
なり、一般歳出全体を見れば社会保障関係費を除いて１４％の圧
縮をしてきた。しかし、高齢化の影響は大きく、社会保障関係
費は５年前と比べて２２％も伸びている。
　今後、歳入や税制の改革は避けて通れないのが現状である。
しかし、安易に増税論議を先行させるのは早計であり、まずは
徹底した歳出見直し・削減が先決である。この際、徹底的に行
政のムダを省くために、国の全事業を洗い直す「事業仕分け」
を実施すべきである。「事業仕分け」は、民間の専門家による
視点を導入して徹底した論議を行なうため、行政担当者の意識
改革にもつながり、関係者の納得の上で歳出削減を実現しよう
とする点も評価されている。
　既に一部の地方自治体（９県５市：平成１７年１１月３０日現在）
では、民間シンクタンク等の協力を得て「事業仕分け」を実施。
行政の仕事として本当に必要かどうかを洗い直し、「不要」「民間

委託」「他の行政機関の事業」「引き続きやるべき事業」に仕分け
た結果、県・市レベルともに「不要」「民間委託」が合わせて平
均約１割に上り、予算の約１割に相当する大幅な削減が見込ま
れているという。
　国民へのサービスを低下させないためには、「事業仕分け」
の手法による大胆な歳出削減を行ない、そこから捻出された財
源を財政再建に振り向けるだけでなく、その一定部分は国民ニ
ーズに応じて必要な新規事業などに活用するという、行財政の
効率化を図ることが望ましい。「小さくて効率的な政府」をめ
ざし、「事業仕分け」の断行を強く求めるものである。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出しま
す。
　　　平成１７年１２月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下 妻 市 議 会

（提出先）内閣総理大臣　小　泉　純一郎　殿
　　　　　内閣官房長官　安　倍　晋　三　殿



　

総
務
委
員
会
で
は
、　

月　

日
か
ら

１０

２５

　

日
ま
で
の
日
程
で
北
海
道
根
室
市
、

２７釧
路
市
に
お
い
て
研
修
を
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

根
室
市
で
は
、
北
方
領
土
返
還
運
動

と
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
北
方
領
土
返
還
運
動
の
拠
点

で
あ
る
北
海
道
立
北
方
四
島
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ニ
・
ホ
・
ロ
」
は
、
平
成　

年
１２

２
月
７
日
の
北
方
領
土
の
日
に
建
設
さ

れ
、
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
国
内

外
の
世
論
を
一
層
盛
り
上
げ
る
と
と
も

に
、
北
方
四
島
に
居
住
す
る
ロ
シ
ア
連

邦
国
民
と
の
交
流
を
図
る
拠
点
施
設
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

釧
路
市
で
は
、
合
併
に
伴
う
議
会
に

お
け
る
協
議
事
項
に
つ
い
て
視
察
し
て

参
り
ま
し
た
。
平
成　

年　

月　

日
に

１７

１０

１１

３
市
町
で
合
併
し
た
釧
路
市
の
議
会
運

営
の
調
整
方
針
や
、
新
市
が
ス
タ
ー
ト

さ
れ
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
進
捗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

容
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
、
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
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建
設
委
員
会
で
は
、　

月　

日
か
ら

１０

２５

　

日
ま
で
の
日
程
で
島
根
県
松
江
市
、

２７鳥
取
県
境
港
市
に
お
い
て
研
修
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

松
江
市
で
は
、
歩
道
整
備
計
画
に
つ

い
て
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
歩

道
整
備
計
画
は
、
歩
道
に
関
す
る
市
民

意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
公

通
弱
者
に
安
全
な
歩
道
整
備
、
予
算
を

効
率
的
に
利
用
し
た
整
備
、
歩
道
利
用

マ
ナ
ー
の
向
上
の
促
進
、
自
動
車
交
通

の
適
切
な
誘
導
を
整
備
方
針
に
行
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

境
港
市
で
は
、
緑
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
境
港
市
出
身
の

水
木
し
げ
る
氏
が
描
く
漫
画
に
登
場
す

る
妖
怪
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
商
店
街
の

目
抜
き
通
り
の
歩
道
に
設
置
し
、
親
し

み
あ
る
快
適
な
道
と
し
て
整
備
し
た

「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
整
備
事
業
」
に

つ
い
て
視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、　

月
２
日

１１

か
ら
４
日
ま
で
の
日
程
で
島
根
県
益
田

市
、
津
和
野
町
、
山
口
県
萩
市
に
お
い

て
研
修
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
１
日
に
隣
接
す
る
２

１６

１１

つ
の
町
を
編
入
合
併
し
た
益
田
市
で
は
、

合
併
後
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

津
和
野
町
で
は
、
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
町
並
み
の
保
存
、
錦
鯉
で
知
ら
れ

て
い
る
掘
割
な
ど
、
観
光
資
源
の
保
護
、

散
策
道
の
整
備
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
萩
市
で
は
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
あ
る
武
家
屋
敷
、
松
下
村

塾
な
ど
の
視
察
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

地
域
特
性
で
あ
る
自
然
、
歴
史
、
文
化

を
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
市
民

の
意
思
と
「
健
や
か
で
う
る
お
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
望
む
声
を
尊
重
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会
で
は
、
平

成　

年　

月　

日
・　

日
に
福
島
県
相

１７

１２

２１

２２

馬
市
を
訪
問
し
、
議
会
報
の
発
行
及
び

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

相
馬
市
の
議
会
だ
よ
り
は
、
当
市
と

同
様
に
各
自
治
会
を
経
て
各
家
庭
に
配

布
さ
れ
て
お
り
、
自
治
会
未
加
入
の
世

帯
へ
は
出
張
所
、
公
民
館
、
図
書
館
等

に
議
会
だ
よ
り
を
置
き
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
対
応
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
掲
載
内
容
は
、
定
例
会
の
日
程
、

議
会
の
構
成
、
議
会
だ
よ
り
等
で
あ
り
、

来
年
度
に
は
、
議
員
の
顔
写
真
を
載
せ

た
り
、
会
議
録
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
他
、
発

行
経
費
、
掲
載
記
事
等
の
説
明
を
受
け

意
見
交
換
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
の
成
果
を
生
か
し
、
市

民
の
皆
様
に
さ
ら
に
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
に
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
総
務
委
員
会
■

■
建
設
委
員
会
■

議
会
運
営
委
員
会

■　
　
　
　
　
　
　

■

行　

政　

視　

察

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

■　
　
　
　
　
　
　

■

行　

政　

視　

察

北海道根室市

鳥取県境港市

島根県益田市

福島県相馬市
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１
日　

広
域
行
政
圏
市
議
会
理
事
会

２
日
〜
４
日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政

　
　
　

視
察
（
島
根
県
益
田
市
・
津
和

　
　
　

野
町
・
山
口
県
萩
市
）

７
日
〜
８
日  
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
　

事
務
局
職
員
研
修
会

９
日
〜　

日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長

１０

　
　
　

会
定
例
会

　

日　

建
設
委
員
会

１５
　

日　

関
東
市
議
会
議
長
会
事
務
局
職

１８
　
　
　

員
研
修
会

　

日　

市
議
会
月
例
会

２１６
日　

議
会
運
営
委
員
会

８
日
〜　

日　

平
成　

年
第
４
回
下
妻

２０

１７

　
　
　

市
議
会
定
例
会

８
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

９
日　

本
会
議　

議
案
質
疑

　

日　

総
務
委
員
会

１２
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

日　

産
業
経
済
委
員
会

１３
　
　
　

建
設
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１５
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１６
　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

２０
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

　

日
〜　

日　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

２１

２２

　
　
　

会
行
政
視
察
（
福
島
県
相
馬
市
）

１
日　

新
下
妻
市
開
庁
式
・
千
代
川
庁

　
　
　

舎
開
庁
式

５
日　

消
防
出
初
式
（
千
代
川
公
民
館
）

８
日　

消
防
出
初
式
（
下
妻
市
民
文
化

　
　
　

会
館
）　
　

　
　
　

成
人
の
つ
ど
い

　

日　

市
議
会
全
員
協
議
会

１３
　

日　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
会

１７

１８

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

２４
　

日　

下
妻
市
・
千
代
川
村
合
併
記
念

２９
　
　
　

式
典
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

　

平
成　

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

１８

る
と
共
に
、
本
年
１
月
１
日
に
は
、
め

で
た
く
旧
下
妻
市
と
旧
千
代
川
村
が
合

併
し
て
新
下
妻
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
号
は
、
平
成　

年　

月
に
開
催
さ

１７

１２

れ
た
第
４
回
定
例
会
及
び
平
成　

年
１

１８

月
に
合
併
後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
第
１

回
臨
時
会
の
内
容
で
、
議
員
定
数　

人
３６

体
制
に
よ
る
新
議
会
の
構
成
等
が
主
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
新
体
制
に
よ
る
議

会
だ
よ
り
運
営
委
員
会
で
は
、
公
平
か

つ
、
正
確
に
掲
載
で
き
る
よ
う
努
力
を

し
、
市
民
の
皆
様
方
に
親
し
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
が
で
き
る
よ
う
、
決
意
を
新

た
に
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
方
の
率
直

な
ご
意
見
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
日
誌 

　

平
成　

年
１
月
１
日
の
結
城
郡
千
代

１８

川
村
の
編
入
に
伴
い
、
下
妻
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
ま
し
た
。

総

務

委

員

会  
９
人

　

総
務
部
、
企
画
財
務
部
、
会
計
課
及

　

び
選
挙
管
理
・
監
査
・
公
平
委
員
会

　

の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
委

　

員
会
に
属
さ
な
い
事
項

文
教
厚
生
委
員
会  
９
人

　

市
民
環
境
部
、
保
健
福
祉
部
及
び
教

　

育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

産
業
経
済
委
員
会  
９
人

　

経
済
部
及
び
農
業
委
員
会
の
所
管
に

　

属
す
る
事
項

建

設

委

員

会  
９
人

　

建
設
部
及
び
水
道
事
業
所
の
所
管
に

　

属
す
る
事
項

【
総
務
委
員
会
】

　

行
政
施
策
、
財
政
、
情
報
公
開
、
契

約
、
税
、
選
挙
、
消
防
活
動
及
び
他
の

委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項
な
ど
に
つ
い

て
審
査
し
ま
す
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

　

戸
籍
・
住
民
票
、
国
民
健
康
保
険
、

福
祉
、
市
民
の
健
康
増
進
、
ご
み
、
公

害
対
策
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど

の
事
項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　

農
政
、
農
地
整
備
、
産
業
・
観
光
振

興
な
ど
の
事
項
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

【
建
設
委
員
会
】

　

道
路
、
市
営
住
宅
、
都
市
計
画
、
土

地
区
画
整
理
、
上
下
水
道
な
ど
の
事
項

に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。
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市議会を傍聴してみませんか
●次の定例会は2月23日から3 月9日までの15
日間の予定です。なお、一般質問は3月6日、7
日の  2  日間の予定です。
（上記日程は変更する場合があります。）

平成 17 年第 4 回（ 12 月）定例会の傍聴者は24人でした。

議会だより運営委員会


